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“ 忘れるな　慣れという名の　不用心 ”

蚊
・
ダ
ニ
か
ら
身
を
守
ろ
う

蚊
や
ダ
ニ
の
中
に
は
、
感
染
症
の
媒
介
を
す
る
も

の
が
お
り
、
刺
さ
れ
な
い
・
咬
ま
れ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
（
実
際
、
感
染
症
に
か
か
り
死

亡
す
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。
）

▼
対
策
と
し
て
は
、
、
、

①
肌
の
露
出
を
少
な
く
す
る
。

（
帽
子
や
手
袋
の
着
用
、
シ
ャ
ツ
の
裾
は
ズ
ボ
ン
に
入

れ
た
り
、
袖
も
手
袋
の
中
へ
入
れ
た
り
す
る
）

②
明
る
い
色
の
服
を
着
る
。

③
虫
除
け
剤
を
使
用
す
る
。

（
デ
ィ
ー
ト
や
イ
カ
リ
ジ
ン
を
含
む
も
の
が
有
効
）

▼
蚊
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
は

幼
虫
が
発
生
し
そ
う
な
水
た
ま
り
の
除
去
・
清
掃

を
定
期
的
に
行
う
。
ま
た
、
下
草
を
刈
る
な
ど
し
て
、

成
虫
の
潜
む
場
所
を
な
く
す
。

▼
ダ
ニ
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
い
る
？

民
家
の
裏
山
や
裏
庭
、
畑
、
畦
道
な
ど
に
も
生
息
し

て
い
る
。
ま
た
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
、
野
ウ
サ
ギ
な
ど

の
野
生
動
物
が
出
没
す
る
環
境
に
多
く
生
息
し
て
い

る
。

▼
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
時
の
対
処
法
は
？

無
理
に
引
き
抜
こ
う
と
せ
ず
、

医
療
機
関
（
皮
膚
科
な
ど
）
で
処
置

し
て
も
ら
う
。
受
診
時
に
は
、
野
外

活
動
の
日
時
、
場
所
、
発
症
前
の
行

動
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

吸
血
後

最
大
１
セ
ン
チ

吸
血
前

3
～
4
ミ
リダニ

熱
中
症
は
急
速
に
症
状
が
進
行
し
、
重
症
化
し
ま
す
。
軽
症

の
段
階
で
早
め
に
異
常
に
気
付
き
、
応
急
処
置
を
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。熱中症の重症度と主な症状

分類 重症度 主な症状

Ⅰ度
軽症
現場での応急処置が可能

めまい・失神、筋肉痛・筋肉の硬直
（こむら返り）、大量の発汗

Ⅱ度
中等症
病院への搬送が必要

頭痛・気分の不快・吐き気・おう吐、
力が入らない、体がぐったりする（熱
疲労、熱疲弊）

Ⅲ度
重症
入院・集中治療の必要

意識がなくなる、けいれん、歩けな
い、刺激への反応がおかしい、高体
温（熱射病）

（日本救急医学会による分類）

　軽症の症状が見られる人がいたら、すぐに涼しい場所へ移しま
しょう。そして、衣服を緩めたり、体に水をかけたりして、体から熱
を放散させ冷やします。冷えたペットボトルや氷のうで首の付け根
の両側、脇の下などを冷やすことも有効です。冷たい飲み物は胃の
表面から体の熱を奪うと同時に、水分補給もできます。自力での水
分補給ができない場合や、意識障害が見られる場合は、救急車を
呼びすぐに病院へ搬送する手段をとりましょう。

これから先は熱中症に注意を！！！
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